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2024 年 4 月 14 日（日） 9:30~11:30AM 

 

                  ＜総会式次第＞ 

 

1,   開会の辞： 福田 嘉明      ２，自治会長挨拶： 平中 怜 

3,    議長選出： 福田 嘉明       

4,      議事項目  

1)    2023 年度 事業報告 （平中 怜）   

2)    2023 年度（令和 5 年度）収支決算報告      SLIDE-1 

  * 御殿場自治会、及び自主防災組織の収支決算報告（粉川 俊之） 

  * 会計監査及び業務監査の結果報告（香山 進） 

3)    2023 年度みどり会活動報告（粉川 俊之） 

4)    2023 年度子供会活動報告（奥山 ルミ子 子供会会長） 

*********   10 分間程の休憩 ********** 

5)   規約改定（案）は本年は無し。 ここで、御殿場自治会の意思決定の仕組みに 

ついて 簡単に説明致します     （平中 怜）    SLIDE-2 

6)   2024 年度自治会及び自主防災組織の役員の任命   （平中 怜） 

7)   2024 年度事業計画の（案） （平中 怜） 

8)   202４年度御殿場自治会及び自主防災組織の予算（案）(平中 怜）SLIDE-3 

9） フリー・ディスカッションの時間 （質疑応答）   （粉川 俊之） 

10)  執行役員の自己紹介                 （平中 怜 他 ）  

11)  自治会長のお礼の挨拶                （平中 怜） 

12)  議長解任、及び閉会の言葉             （福田 嘉明）             

                                               

    2023 年度（令和 5 年度） 

御殿場自治会総会の議案書 
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  ＜議案書 第 1 部＞ 

4  議事項目 

１） 2023 年度事業報告 （平中 怜） 

  本年度はご承知の通り、アフターコロナ時代のスタートと言える年でした。 

 簡潔に主たる事業実績を以下に報告致します。 

＊ 毎月 1 回の頻度で「執行役員会」を開催致しました。 月刊誌「御殿場なう」の発行、コミュニケーションの 

迅速化を図る「御殿場自治会ホームページ」の update も行ってきました。 

＊ 環境美化の推進に参加された方々には、45L ポリプロピレン製、ごみ袋（10 枚入り）を配布しました。 

特に、「市民清掃デイ」に参加された方々には、高価な「箒と塵取りのセット等清掃用具」の配布を致しました。 

＊ みどり会（御殿場老人会）発案の「火・金の会」（仮称）-孤独と寂しさを無くそう会-が発足し、参加費は 

僅か、￥10/一人で、今では定着化し、徐々に参加者が増加しております。（高齢者福祉の目的） 

＊ 浜洲組合と津市の観光振興課の間で、「市営無料駐車場の有料化」について話し合いが進められていまし

た。 御殿場自治会としては円満に両者が上手い妥協点を見出すように、中に入って仲介役をしました。 

令和 5 年度は過渡的処置として「①市営駐車場の一部閉鎖②開場時間の短縮化」を実施、実験的なデー

タをとるテスト期間とすると取り決めました。 この様な内容で決着しテストトライヤルを実施致しました。 

＊  藤方第二雨水幹線工事に伴う住民説明会を集会所で実施致しました。（７/22（土）） 

ご承知のように、米津北集会所前、及び津モーターボートで工事は着々と進んでいます。 完成予定は令和

9 年 2 月頃と聞いております。   

＊  ご承知のように県立聾学校が令和 8 年度中には、城山の高台に移転します。 同校は御殿場地区の「指

定避難所」に指定されています。 津市の危機管理部は「津モーターボートレース場」（ここは、現在津波一

時避難所）を指定避難所にするという案の提示を受けました。 現在、パナソニック社を指定避難所にとの

お願いを、県、市を通して行っています。 

＊  文部科学省の提唱で、Community School 構想（地域と学校の協調・協働で子ども達を育成する）

が、進められています。 子ども達を「地域と学校が協調して育てる方法を仕組みを、模索しています。」 

＊  令和 6 年 3 月 25 日（月）国土交通省の技官が私共に、「津松坂地区（阿漕浦～御殿場）の堤防工

事が完工した旨、報告に来所されました。 約 10 年の工事で事故無く、完成したことのお礼を申し上げまし

た。 

 

２）  2023 年度（令和 5 年度）収支決算報告 

＊ 御殿場自治会、及び自主防災組織の収支決算報告   （粉川 俊之） 

      a)  SLIDE-1 に示された表が、2023 年度の「自治会」及び「自主防災組織」の収支決算書です。   
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当自治会の規約には「自治会」と「自主防災組織」の総会は、個々に、別々に行うように規定されて

います。 しかしながら、近年は両組織の総会を統一し、同時に実施致しております。   

従って、順次、「要旨」「自治会収支決算書」及び「自主防災組織決算書」の順に、ご説明いたします。 

     b)  先ず、総収入金額の減額について 

         総収入額 ： 昨年度：7,300 千円 に対し、 本年度は：6,209 千円であります。 

                        約 1，091 千円の減収となっています。  特に、補助金対象となる事業を行わな 

かったための、減収と、前年度からの繰越金の減が主たる理由で有ります。  

従って、特に減収の原因が説明のつかないものである場合は、大きな問題ですが、こ

の場合何の問題も有りません。 

C)  次に、総支出額について 

         総支出額： 昨年度の 5,103 千円に対し、本年度は、3,886 千円となっています。 

                1,242 千円の支出減となりました。 

        主たる要因は：  ① 予定していた事業が天候のため実施できなかった。 

                    ② 災害用備蓄品の定期購入を行わなかった。 

                    ③ 特に、コロナ禍の後遺症的現象で活動が活発には行えなかった。 

         結果的に、次年度への繰越金が前年度よりも、147 千円増となりました。    

d) SLIDE-1 1P の表が自治会収支決算書です。 ご覧ください。 

  殆どの会計項目は、予算に比べ、支出は少なくなっています。 （支出-予算＜ ０） 

        特に目立っているのは、環境美化２の 245 千円の予算オーバーの項目です。 

      e) SLIDE-1 2P の表が自主防災組織の収支決算書です。 ご覧ください。 

        毎年、自治会の方から 500 千円を自主防災の方に資金を回しております。 

        これは、災害多発に備えるための予算措置であります。  

徐々に、自主防災組織の充実を図っていきたいと考えています。   

         本年度は、昨年度よりも、500 千円の繰越金の増額と成っています。 

          3P の表は、令和 5 年度の自治会及び自主防災会の両社の収支決算の要旨を示したものです。 

       ４P には、過去４年間の自治会決算の推移をグラフ化したものであります。  

 

＊ 会計監査及び業務監査の結果報告（香山 進） 

「2023 年度収支決算書（自治会分及び自主防災組織分）の帳簿及び預金通帳 

を精査致しました。 結果は問題なく、特に指摘点は有りません。 又、帳簿や記録類 

を監査致しましたが、問題点は無く良好でした。」 と去る 3 月 25 日に行われた監査 
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の時に監事の香山氏から総評頂きました。  

３）2023 年度みどり会活動報告（粉川 俊之） 

     ＊ 年間 3 回くらいに分割して「お誕生会」を開催しております。 お酒も少々、ビンゴにカラオケ、楽しいお誕 

生会です。  

＊ 敬老の日には、全員にお赤飯を配りました。  

     ＊ 今年こそ、「孤独な人」や「寂しい人」が自治会から居なくなるなるようにみどり会も微力ながら貢献した

いと企画しております。  只今、「火・金会」（仮称）－寂しい人や孤独な人を無くそう会-。 を 10 円/

人で実施しています。 

 

４）2023 年度子ども会活動報告（ 奥山 ルミ子 子供会会長） 

＊  子ども会への加入率は相変わらず低い様です。 少子化の影響は子供会に直接影響しています。 

コロナ禍を過ぎて、本年度は少しづつ楽しい行事を、やれました。 

＊  従って、小旅行、クリスマスパーティーも短時間、感染防止に配慮して実施致しました。 

＊  廃品回収については、津モーターボート事業部の協力で継続しております。 

一般家庭からの廃品回収は「廃止」致しました。 

以上は自治会長の平中が、子ども会サイドからお伺いしていた内容です。 

本席で、直接、奥山子ども会会長の報告を拝聴致します。 

 

５） 2024 年度御殿場自治会の自治会長及び執行役員の選出  （平中 怜） 

2 年任期であるため、令和６年度の会長及び執行役員は引き続き、本年度と同じメンバーとなります。 

ここで、暫くお時間を頂き、御殿場自治会の組織の構造と意思決定の方法について、ご説明致します。 

SLIDE-2 をご覧頂いて、簡単に本自治会の意思決定の組織の構造についてご理解下さい。 

    

        ************   休憩(1０分)  ********** 

   

 6） 2024 年度規約改定事案の提案、議論、及び議決       （古谷 正博） 

   本年度は特に規約を改正する事案はございません。 ご提案があれば、ここでご提案願います。 

 

７）  2024 年度自治会及び自主防災組織の役員の選出（５P 参照）     （平中 怜） 

    下表に示した通りの陣営で 202４年度（令和６年度）御殿場自治会の運営を行わせて頂きます。 

   藤水地区だけに留まらず、自治会役員の担い手は極めて難しい状況に有ります。  組当番と同じに、順番制  
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   で決めたり、くじ引きで決めたりされているような状態です。  自治会が役員のなり手の少ない事が原因で、 

解散したり、運営できなくなったりすることのない様に皆さんのご協力を心からお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８） 2024 年度事業計画（案） （平中  怜） 

 

＊ 消火栓が極めて少ない地域であるのではと最近疑っている。 火災発生時初期消火は自治会と各家庭で

設置した消火器が頼りである。  １分間や３分間噴射の自治会所持の小型消火器は本当に役立つのだ

ろうか？  今年は多くの自治会区域内に設置されている消火器の法的期限切れのものが多い。あまり役立

たない消火器を住宅の傍に数多く設置しても恐らく実用的には役立たないのではと思っている。 今年は、思

い切って手押し式の大型消火器の導入の検討を進めたい。  勿論、危機管理部や南消防署とは十分相

談して検討を進める積りである。（軒先の小型消火器の実効性の問題について） 

＊ 本年は自治会内に生活する総ての居住者が「孤独にならない」「寂しい思いをさせない」を目標に、民生委

員・児童委員の方々と協力して、集会所を「サロン化としたり」「75 歳以上の一人生活者の見守り」を上手い

仕組みを考えて、実行に移したい。  幼稚だ、稚拙だと笑われてもじっくり取り組みたい。（高齢者福祉） 

＊ ご存知のように、今、子ども達を育てる教育を、「学校の方針に沿って、地域と学校が協力・協働して行おう」

    御殿場自治会 役員  御殿場自治会 自主防災隊 役員 

会長 平中  怜     会長   古谷 正博 

副会長 粉川 俊之    副会長   井村 大相 

  書記 平中  怜（兼任）      ー  

  会計 粉川 俊之（兼任）      ―  

執行役員 （筆頭）  古谷 正博 統括部長   福田 嘉明 

執行役員 （集会所管理責任）粉川 俊之 副統括部長   池山 弘司 

執行役員 （PR/IT）     井村 太相   ―  

執行役員 （イベント担当）   山本 和子   ―  

執行役員 （安全衛生担当）  古谷 正博   ―  

執行役員 （相談役）      池山 弘司   ―  

監事    山本 和子  監事    山本 和子 

    ブロック名     ブロック長名（４ブロック制） 

   東・北ブロック    池村 佳和 

    西ブロック    古谷 正博 

    中ブロック    粉川 俊之 

    南ブロック    福田 嘉明 
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とする、Community School の構築が急がれている。  お隣の育成小学校では、成功裏に構築し、運

用しているプレゼンテーションを受けた。  今、藤水小学校の学校運営協議会の委員を任されており、必死

に勉強してどうすれば良いか？ 勉強中である。  地域と学校が共に協働して、宝である子ども達を育てる。

この問題を実用化し、効果を上げなければならない。  形だけでは、仕組みだけでは駄目で、パフォーマンス

が問われている。  皆さんの知恵と協力を是非お貸し頂きたい。 また、難しい年ごろの中学生についても、

地域挙げて励まし、支援していきたいと思う。 お知恵をお貸し願いたい。 

＊ 浜洲組合協議会から、定期的に御殿場自治会と意見交換や計画、苦情等々コミュニケーションをとることが

大切だ。 浜洲と御殿場自治会と、自治会集会所で意見交換を是非やりたい。との申し出でをうけた。良い

ことであり、御殿場観光計画など地域発展の話など意見交換は大賛成だと合意した。 

＊ 新しい家屋の建築や集合住宅の建設が進んでいる。 世帯数もドンドン増加する傾向である。 

今年も諦めずに、自治会未加入者への加入の勧誘活動を行う。 そして、賛助会員に相当される方々への

加入もお願いする運動を実施したい。  皆様にもご協力をお願いすることになります。 

＊ クラブ活動を活発にしたい。 囲碁、将棋、麻雀、カラオケ、映画鑑賞、音楽会（生演奏会）、コーラス、 

手芸教室、料理教室、グランドゴルフ、体操クラブ等々皆さんのご提案をお待ち致します。 

＊ 集合住宅のごみ一時集積所で構造的欠陥から、カラスに生ごみをほじくり返されて周辺を不潔状態にしてい

るところがある。  連絡しても、なかなか適切な構造に改善する気配も感じない場合、自治会で適切な材

料を手配し、修理して、材料費と手数料をオーナー又は管理会社に請求する様にしたい。 

＊ 今年は藤水小学校の創立 150 周年記念である。  令和 6 年 7 月 11 日（木）に記念式典が行われま

す。  御殿場自治会からも、祝意を表するため何か良い方法は無いか？考えています。 本席で賛意を得

たら、10,000 円相当のお祝いをしたいと思います。（何が良いかは学校と相談して決めます。） 

 

９，  2024 年度御殿場自治会及び自主防災組織の予算（案） 

 

＊ SLIDE-3 に自治会及び自主防災会の令和６年度（2024 年度）予算案を示しました。 

＊ 御殿場自治会予算書の概要は下記の通りです。 

     全収入： 6,925 千円  全支出： 5,998 千円  次期繰越金： 927 千円 

                   となる予算を計上致しました 

 自治会と自主防災組織の各々の予算は、SLIDE-3 の 2 枚の表をご覧ください。 

 自主防災組織の予算が例年に比べて、膨らんでいますが、此れは、考えられない災害の多発への備えと 

、軒先の小型消火器の実効性への疑問とご理解願いたい。 言うまでもありませんが予算の執行については

これまで同様、慎重且つ熟慮の上執行致します。 

御殿場自治会、会員の皆様のご理解とご協力を期待致します。 
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10、  その他  フリーディスカッション（質疑応答） 

      11，  執行役員の自己紹介とご挨拶    （全執行役員） 

          井村 大相君  福田 嘉明君  古谷 正博君  山本 和子君  池山 弘司君 

          粉川 俊之君  平中 怜君    新しく、「山本 和子さん」が加わって頂きました。 

          香山さんは、本年度から監事を退いて頂きます。  香山さん本当にお世話になりました。 

 

12  自治会長の閉会の挨拶（平中 怜） 

 

13， 議長解任     閉会の辞  （福田 嘉明） 

 

*********   MEMO  ******************************************************* 

 

報告： 自治会及び自主防災会の総会の終了後、引き続いて 

        「令和 6 年度 第 1 回 組長会議」が開催されます。  宜しくご協力下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


